
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
父
か
ら
の

友
達
申
請

ひ
く
娘
）
（
ス
ト
レ
ス
の

元
が
君
と
は

言
え
ぬ
僕) 

（
狭
き
門

息
子
に
通
れ
と

肥
満
母
）
（
半
額
を

買
わ
な
き
ゃ
損
と

つ
い
カ
ゴ
へ
）

画
内
容
を
共
有
し
た
。

連
合
中
越
地
協
組
織
生

活
部(
小
堺
副
議
長)

は
、

１
月

13
日(
木)

午
後
６

時

30
分
か
ら
第
１
回
担

当
者
会
議
を
地
協
事
務
所

で
開
催
し
た
。

担
当
者
会
議
に
は
、
渡

辺
連
合
新
潟
組
織
拡
大
オ

ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
出
席
。

挨
拶
で
は
、
自
己
紹
介
と

と
も
に
今
期
連
合
新
潟
が

組
織
拡
大
を
最
優
先
に

16
万
連
合
新
潟
復
元
に

向
け
て
取
り
組
む
考
え
な

ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

会
議
で
は
最
初
に
、
春

季
生
活
闘
争
関
係
と
し
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る
こ
と
や
定
期
調
査
へ
の

対
応
を
報
告
し
た
。
ま

た
、
コ
ラ
ム｢

あ
た
ご
３｣

の
地
協
四
役
と
教
宣
文
化

部
幹
事
の
持
回
り
寄
稿
継

続
を
確
認
。
次
に
地
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
や

新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
案
内
、

街
頭
宣
伝
活
動
で
の
ア

ピ
ー
ル
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
。
２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
関
係
で

は
、
全
国
一
斉
労
働
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

街
宣(

２
月

14
日
と

15

日)

や
長
岡
地
区
総
決
起

集
会
日
程
等
を
確
認
。

次
に
文
化
関
係
で
は
、

第

47
回
勤
労
者
ゆ
と
り

釣
魚
大
会(

キ
ス
釣
り)

を

４
月
中
旬
に
実
行
委
員
会

(

担
当
者
会
議)

を
開
き
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
等
を
判

断
し
て
６
月
な
い
し
７
月

に
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
２
年
連
続
中
止
の
囲

碁
将
棋
大
会
は
、
判
断
を

先
送
り
し
た
。

こ
の
他
に
は
、｢

な
が

お
か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ

ミ
ナ
ー｣

の
開
催
日
と
企

連
合
中
越
地
協
各
専
門

部
の
年
間
活
動
を
計
画
す

る
担
当
者
会
議
が
、
１
月

11
日
以
降
順
次
開
催
さ

れ
て
い
る
。

１
月

11
日(

火)

午
後

６
時
か
ら
は
、
教
宣
文
化

部(

野
田
副
議
長)

第
１
回

担
当
者
会
議
が
地
協
事
務

所
で
開
か
れ
た
。

野
田
副
議
長
か
ら
は
、

｢

変
異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現

に
よ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

イ
ベ
ン
ト
も
状
況
を
み
な

が
ら
判
断
し
て
い
く
こ
と

に
な
る｣

等
の
挨
拶
を
受

け
協
議
し
た
。

先
ず
、
月
３
回
発
行
し

て
い
る
機
関
紙｢

れ
ん
ご

う
中
越
地
協｣

に
つ
い
て

は
、
定
期
発
行
を
継
続
す
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た
。次

に
、
金
内
相
談
員
か

ら

10
月
以
降
の
相
談
件

数
、
主
な
相
談
内
容
と
課

題
等
を
報
告
。
そ
の
後
の

意
見
交
換
で
は
、
主
な
相

談
事
例
と
応
対
に
つ
い

て
、
相
談
員
で
活
発
な
意

見
が
交
換
さ
れ
た
。

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー)

相
談
員
ケ
ー
ス
検
討
会

が
、

12
月

27
日(

月)

午

前

10
時
か
ら
地
協
事
務

所
で
行
わ
れ
た
。

新
潟
県
Ｌ
Ｓ
Ｃ
が

10

月
に
発
足
し
て
か
ら
約
２

カ
月
。
初
め
て
相
談
員
が

集
っ
て
の
事
例
検
討
会
。

新
潟
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
か
ら
も
佐
藤
事
務
局
長

が
出
席
し
た
。

会
議
で
は
最
初
に
佐
藤

事
務
局
長
か
ら

20
年
度

相
談
受
付
状
況
や
件
数
推

移
、
第
１
回
地
区
労
働
者

福
祉
協
議
会
事
務
局
長
会

議
で
の
議
題
、
各
地
区
の

チ
ラ
シ
や
広
報
掲
載
へ
の

連
携
状
況
等
が
報
告
さ
れ

に
協
力
し
て
い
く
。
連
合

中
越
地
協
結
成

30
周
年

事
業
が
未
実
施
な
こ
と
か

ら
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

新
潟
県
Ｌ
Ｓ
Ｃ(

ラ
イ

こ
の
ほ
か
、｢

な
が
お

か
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー｣

開
催
等
を
共
有
し

た
。連

合
中
越
地
協
政
策
福

祉
部(

横
澤
副
議
長)

の
第

１
回
担
当
者
会
議
が
、
１

月

14
日(

金)

午
後
６
時

30
分
か
ら
地
協
事
務
所

で
開
か
れ
た
。

会
議
で
は
、
自
治
体
要

望
に
つ
い
て
は
、
例
年
同

様
に
各
構
成
組
織
に
対
し

て
長
岡
市
の
回
答
に
評
価

付
け
を
行
い
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
８
月
末
ま
で

に
素
案
を
取
り
ま
と
め

る
。
各
支
部
に
お
い
て
も

提
出
す
る
。
ま
た
、
要
望

案
取
り
ま
と
め
の
際
は
連

合
新
潟
が
推
薦
す
る
市
議

と
の
連
携
を
は
か
る
。

各
構
成
組
織
か
ら
産
業

政
策
的
な
社
会
問
題
の
提

起
を
、
地
協
委
員
会
を
活

用
し
て
報
告
の
場
を
設

け
、
市
政
要
望
の
充
実
化

に
つ
な
げ
る
。

連
合
新
潟
を
通
じ
た
議

会
請
願
等
の
対
応
を
行

う
。
労
福
協
関
係
で
は
、

ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
セ
ミ

ナ
ー
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

介
護
関
係
に
つ
い
て
退

職
者
連
合
と
も
連
携
し
、

自
治
体
対
応
し
て
い
く
。

勤
労
者
福
祉
事
業
と
し

て
、
引
き
続
き
長
岡
市
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
事
業
を
周
知
し
て
い

く
。
新
潟
県
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

て
、
第

93
回
地
協
委
員

会
時
に
闘
争
方
針
説
明
を

行
う
こ
と
や
民
間
労
組
へ

の
激
励
訪
問
を
例
年
通
り

に
計
画
す
る
こ
と
、
連
合

新
潟
会
長(

も
し
く
は
事

務
局
長)

に
よ
る
激
励
訪

問
を
、
中
小
共
闘
セ
ン

タ
ー
部
門
民
間
部
門｢

調

査
表｣

等
を
受
入
れ
可
否

を
把
握
し
て
行
う
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
街
宣
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
確
認
し
た
。
次

に
、
民
間
・
公
務
・
医
療

部
門
連
絡
会
は
、
感
染
症

拡
大
状
況
を
受
け
て
今
年

度
も｢

調
査
表｣

を
集
約
し

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
情
報
共
有
す
る
こ
と

と
し
た
。

続
い
て
、
中
小
組
織
対

策
関
係
で
は
、
組
織
拡
大

最
優
先
に
対
応
し
て
、
各

構
成
組
織
の
情
報
共
有
、

連
合
新
潟
地
協
組
織
拡
大

目
標
と
目
標
設
定
な
ど
の

組
織
対
策
に
絞
っ
た
地
協

会
議
、
情
報
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
手
法
、
連
合
新
潟

オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
の
連

携
等
を
協
議
し
た
。
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連
合
中
越
地
協
各
専
門
部
が
第
１
回
担
当
者
会
議

22
年
度
活
動
計
画
を
協
議
す
る

組
織
生
活
部

組
織
拡
大
課
題
共
有

み
な
さ
ま
は
、
新
し
い
年
を

迎
え
、
新
年
の
抱
負
や
目
標
の

実
現
に
向
け
て
、
日
々
精
進
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
年
も
、
前
向
き
に
明

る
い
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

▼

さ

て
、
今

年

に

入

り
、
東

京
・
府
中
市
の
工
場
で
作
業
員

２
人
が
大
型
の
ミ
キ
サ
ー
の
中

に
取
り
残
さ
れ
た
事
故
で
、
２

人
の
作
業
員
の
死
亡
が
確
認
さ

れ
た
の
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
警
視
庁
な
ど
に

よ
り
ま
す
と
、
９
日
の
午
後
２

時
す
ぎ
、
府
中
市
四
谷
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
製
造
工
場
で
「
ミ
キ

サ
ー
の
中
に
男
性
２
人
が
巻
き

込
ま
れ
た
」
と
通
報
が
あ
り
、

２
人
は
お
よ
そ
２
時
間
半
後
に

救
助
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う

ち
40
代
の
男
性
作
業
員
は
そ
の

場
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
20
代
の
男
性
作
業

員
は
救
助
さ
れ
た
際
は
意
識
が

あ
る
状
態
だ
っ
た
も
の
の
、
午

後
６
時
ご
ろ
に
死
亡
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
２
人
は
ミ
キ
サ
ー

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
委
託
さ
れ

た
業
者
と
み
ら
れ
、
何
ら
か
の

原
因
で
中
に
取
り
残
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
警
視
庁
は
、

立
ち
会
っ
て
い
た
工
場
の
関
係

者
に
話
を
聞
く
な
ど
し
て
、
当

時
の
詳
し
い
状
況
を
調
べ
て
い

ま
す
と
の
こ
と
で
す
▼
安
全
最

優
先
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
特
に
身
近
に
起
き

る
労
働
災
害
を
決
し
て
他
人
事

と
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

職
場
の
仲
間
、
関
係
会
社
や
協

力
会
社
を
含
め
た
関
係
者
一
人

ひ
と
り
に
安
全
意
識
が
浸
透
す

る
よ
う
徹
底
し
た
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
痛
ま

し
い
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
み
な
さ
ま
の
各
職
場
で
安
全

対
策
を
行
い
な
が
ら
、
過
ご
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

副議長

猪股和樹≪№38≫

   あたご３

政
策
福
祉
部

政
策
関
連
全
般
協
議

新
潟
県
Ｌ
Ｓ
Ｃ

相
談
員
が
事
例
協
議
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
肉
厚
の

自
前
の
ダ
ウ
ン
で

冷
え
知
ら
ず
）
（
帰
宅
し
て

う
が
い
手
洗
い

皿
洗
い
）
（
知
恵
熱
を

試
験
受
け
な
い

父
が
出
す
）
（
我
が
孫
の

笑
い
顔
に

福
来
た
る)
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あけまして おめでとうございます
2022年連合中越地協各支部 支部長挨拶（その２）

安藤 順一支部長

新年明けましておめでとうございま

す。連合南魚沼支部長の安藤でございます。

さて、一昨年からのコロナ禍で、南魚沼市でも継続して

感染者が発生している状況であり、我々の支部活動もメー

デーの中止や支部総会の縮小など、支部組合員との交流も

ままならない活動結果の一年だったと思っております。そ

のような状況の中で、活動の新たな試みとして、自治体へ

の次年度予算に関する施策の要望書を市長に手交いたしま

した。この活動は、今後も継続して実施していきたいと

思っております。

現在は，オミクロン株の感染拡大の兆しがある状況では

ありますが、可能な範囲内で支部活動を実行していかなけ

ればなりません。そのためには、幹事一同結束してこの難

局を乗り越え、活動に真摯に取り組んでまいります。

最後になりますが、新しい年が皆様にとって、幸多き一

年になることをご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせてい

ただきます。

本年も、よろしくお願いいたします。

南魚沼支部


